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今日の講義内容

・体育科年間指導計画

・学校における体育経営
～体育主任としての心がけ～

・領域別の系統性について
～学習指導要領より～



教育課程とは

学校教育の目的や目標を達成するた
めに、教育の内容を子供の心身の発
達に応じ、授業時数との関連において
総合的に組織した学校の教育計画で
あり、その編成主体は各学校である。

文部科学省ＨＰ：学習指導要領等の理念を実現するために必要な方策

体育科年間指導計画



教育課程
第３３条 小学校の教育課程に関する事項は、第２９条及び第３０
条の規定に従い、文部科学大臣が定める。

第２１条 義務教育として行われる普通教育は、教育基本法（平成１８年法律第１２０号）第５条第２項に
規定する目的を実現するため、次に掲げる目標を達成するよう行われるものとする。

第２９条 小学校は、心身の発達に応じて、義務教育として行われる普通教育のうち基礎的なものを施す
ことを目的とする。

第３０条小学校における教育は、前条に規定する目的を実現するために必要な程度において第２１条各
号に掲げる目標を達成するよう行われるものとする。②前項の場合においては、生涯にわたり学習する
基盤が培われるよう、基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、これらを活用して課題を解決するた
めに必要な思考力、判断力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態度を養うことに、
特に意を用いなければならない。

学校教育法第３３条

体育科年間指導計画



教育課程

小学校の教育課程は、国語、社会、算数、理
科、生活、音楽、図画工作、家庭、体育及び外
国語の各教科（以下この節において「各教科」
という。）、特別の教科である道徳、外国語活
動、総合的な学習の時間並びに特別活動によ
つて編成するものとする。

学校教育法施行規則第２節教育課程第５０条

体育科年間指導計画



教育課程

小学校（第五十二条の二第二項に規定する中学校
連携型小学校及び第七十九条の九第二項に規定
する中学校併設型小学校を除く。）の各学年におけ
る各教科、特別の教科である道徳、外国語活動、総
合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの授
業時数並びに各学年におけるこれらの総授業時数
は、別表第一に定める授業時数を標準とする。

学校教育法施行規則第２節教育課程第５１条

体育科年間指導計画



学校教育法施行規則第２節第５１条関係（別表１）

体育科年間指導計画

授業時数



学習指導要領との関係
(3) 学習指導要領

学校教育法第33条及び学校教育法施行規則第52条の規定に基づいて，文部
科学大臣は小学校学習指導要領を告示という形式で定めている。学校教育法
施行規則第52条が「小学校の教育課程については，この節に定めるもののほ
か，教育課程の基準として文部科学大臣が別に公示する小学校学習指導要
領によるものとする」と示しているように，学習指導要領は，小学校教育につい
て一定の水準を確保するために法令に基づいて国が定めた教育課程の基準
であるので，各学校の教育課程の編成及び実施に当たっては，これに従わな
ければならないものである。

学習指導要領は「基準性」を有することから，学習指導要領に示している内容
は，全ての児童に対して確実に指導しなければならないものである。

【総則編】小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説ｐ１５

体育科年間指導計画



指導計画作成に当たって留意すべき事項
(1) 単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能

力の育成に向けて，児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図る

ようにすること。その際，体育や保健の見方・考え方を働かせ，運動

や健康についての自己の課題を見付け，その解決のための活動を選

んだり工夫したりする活動の充実を図ること。また，運動の楽しさや喜

びを味わったり，健康の大切さを実感したりすることができるよう留意

 すること。

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編 ｐ１６１

体育科年間指導計画



指導計画作成に当たって留意すべき事項
(2) 一部の領域の指導に偏ることのないよう授業時数を配当するこ
と。

(3) 第２の第３学年及び第４学年の内容の「Ｇ保健」に配当する授業
時数は，２学年間で８単位時間程度，また，第２の第５学年及び第
６学年の内容の「Ｇ保健」に配当する授業時数は，２学年間で16単
位時間程度とすること。

(4) 第２の第３学年及び第４学年の内容の「Ｇ保健」並びに第５学年
及び第６学年の内容の「Ｇ保健」（以下「保健」という。）については，
効果的な学習が行われるよう適切な時期に，ある程度まとまった時
間を配当すること。

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編 ｐ１６２，１６３

体育科年間指導計画



指導計画作成に当たって留意すべき事項
(5) 低学年においては，第１章総則の第２の４の (1) を踏まえ，他教科等との関
連を積極的に図り，指導の効果を高めるようにするとともに，幼稚園教育要領
等に示す幼児期の終わりまでに育ってほしい姿との関連を考慮すること。特に，
小学校入学当初においては，生活科を中心とした合科的・関連的な指導や，
弾力的な時間割の設定を行うなどの工夫をすること。

生活科の「学校，家庭及び地域の生活に関する内容」と関連付け，施設や用
具の安全に気を付けて運動遊びができる

『器械・器具を使っての運動遊び』ア固定施設を使った運動遊び

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編 ｐ１６４

体育科年間指導計画



指導計画作成に当たって留意すべき事項
(6) 障害のある児童などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに応
じた指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。

★児童の困難さに応じた指導内容や指導方法を工夫

活動の場や用具、補助の仕方に配慮･･･困難さに応じた手立て

その際、体育科の目標や内容の趣旨、学習活動のねらいを踏まえ、学習内
容の変更や学習活動の代替を安易に行うことがないよう留意

動きを細分化・適切な補助・活動の見通しをたて、表現の仕方を事前に確認

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編 ｐ１６５

体育科年間指導計画



指導計画作成に当たって留意すべき事項
(7) 第１章総則の第１の２の (2) に示す道徳教育の目標に
基づき，道徳科などとの関連を考慮しながら，第３章特別
の教科道徳の第２に示す内容について，体育科の特質に
応じて適切な指導をすること。

最後まで粘り強く取り組む、気持ちのよい挨拶、仲間と協
力、勝敗を受け入れる、フェアプレイ、仲間の考えや取組を
理解

道徳教育の全体計画との関連
小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編 ｐ１６６

体育科年間指導計画



指導計画の作成と内容の取扱い
(1)学校や地域の実態を考慮するとともに，個々の児童の運動経験や技能

の程度などに応じた指導や児童自らが運動の課題の解決を目指す活動を

行えるよう工夫すること。特に，運動を苦手と感じている児童や，運動に意

欲的に取り組まない児童への指導を工夫するとともに，障害のある児童な

どへの指導の際には，周りの児童が様々な特性を尊重するよう指導するこ

と。

(2) 筋道を立てて練習や作戦について話し合うことや，身近な健康の保持増

進について話し合うことなど，コミュニケーション能力や論理的な思考力の

育成を促すための言語活動を積極的に行うことに留意すること。

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編 ｐ１６７

体育科年間指導計画



指導計画の作成と内容の取扱い
(3) 第２の内容の指導に当たっては，コンピュータや情報通信ネットワークな

どの情報手段を積極的に活用し，各領域の特質に応じた学習活動を行うこ

とができるように工夫すること。その際，情報機器の基本的な操作について

も，内容に応じて取り扱うこと。

(4) 運動領域におけるスポーツとの多様な関わり方や保健領域の指導につ

いては，具体的な体験を伴う学習を取り入れるよう工夫すること。

(5) 第２の内容の「Ａ体つくりの運動遊び」及び「Ａ体つくり運動」の(1) のアに

ついては，各学年の各領域においてもその趣旨を生かした指導ができるこ

と。
小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編 ｐ１６７

体育科年間指導計画



指導計画の作成と内容の取扱い
(6) 第２の内容の「Ｄ水遊び」及び「Ｄ水泳運動」の指導については，適切な水泳場の確保が困

難な場合にはこれらを取り扱わないことができるが，これらの心得については，必ず取り上げる

こと。

低学年：（準備運動や整理運動をしっかり行う、丁寧にシャワーを浴びる、プールサイドは走ら

ない、プールに飛び込まない、友達とぶつからないように動く。）

中学年：（準備運動や整理運動を正しく行う、バディで互いを確認しながら活動する、シャワーを

浴びてからゆっくりと水の中に入る、プールに飛び込まない。）

高学年：（プールの底・水面などに危険物が無いかを確認したり、自己の体の調子を確かめて

から泳いだり、仲間の調子にも気を付ける。）

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編 ｐ１６７

体育科年間指導計画



指導計画の作成と内容の取扱い
(7) オリンピック・パラリンピックに関する指導として，フェアなプレイを大切にす
るなど，児童の発達の段階に応じて，各種の運動を通してスポーツの意義や価
値等に触れることができるようにすること。

(8) 集合，整頓，列の増減などの行動の仕方を身に付け，能率的で安全な集団
としての行動ができるようにするための指導については，第２の内容の「Ａ体つ
くりの運動遊び」及び「Ａ体つくり運動」をはじめ168第３章指導計画の作成と内
容の取扱いとして，各学年の各領域（保健を除く。）において適切に行うこと。

(9) 自然との関わりの深い雪遊び，氷上遊び，スキー，スケート，水辺活動など
の指導については，学校や地域の実態に応じて積極的に行うことに留意するこ
と。

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編 ｐ１６７

体育科年間指導計画



指導計画の作成と内容の取扱い
(10) 保健の内容のうち運動，食事，休養及び睡眠について
は，食育の観点も踏まえつつ，健康的な生活習慣の形成
に結び付くよう配慮するとともに，保健を除く第３学年以上
の各領域及び学校給食に関する指導においても関連した
指導を行うようにすること。

(11) 保健の指導に当たっては，健康に関心をもてるように
し，健康に関する課題を解決する学習活動を取り入れるな
どの指導方法の工夫を行うこと。

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編 ｐ１６８

体育科年間指導計画



カリキュラムマネジメント
◯系統性を踏まえた指導内容の明確化

◯２学年ごとのまとまりで指導内容をとらえる（体つくり運動は全ての学年で）

◯施設や用具等の合理的な活用（意図的に同時期に実施）

 ハードル、マット・跳び箱、運動場のライン

◯学校行事や学年行事との関わり

◯体育館や運動場使用との関わり

◯児童数や用具数の関わり

体育科年間指導計画



カリキュラムマネジメント
【教科等横断的な学習】

体の動きを高める運動

多様な動きをつくる運動

多様な動きをつくる運動遊び

なわとび集会など
（児童会活動）

体育科年間指導計画

特別活動と体育を教科等横断的に



カリキュラムマネジメント
【教科等横断的な学習】

病気の予防

薬物乱用防止教室
（保健、学級活動）

体育科年間指導計画

学級活動と保健を教科等横断的に



カリキュラムマネジメント
【教科等横断的な学習】

表現遊び

走・跳の運動 かけっこ・リレー

陸上運動 短距離走・リレー

表現運動 フォークダンス（ソーラン節）

運動会
（学校行事）

体育科年間指導計画

学校行事と体育を教科等横断的に



カリキュラムマネジメント
【施設や用具等の合理的な活用】

体育科年間指導計画

マット、跳び箱をすぐに運び出せるように
（片付ける場所や触ってはいけない等の視覚的な掲示）



運動会と体育の関係
★運動会で踊るダンスを体育でとっていいのか？

 △扱い方による

 例：中学年（リズムダンス）

軽快なロックやサンバなどのリズムの特徴を捉え、リズムに乗って弾んで踊っ
たり、友達と関わったりして即興的に踊ること。

体育の授業としてリズムダンスの学習をし、その最終として運動会で発表する
のはＯＫ

決まった曲で示された振り付けを運動会で披露するのはＮＯ

体育科年間指導計画

体育でカウントしてもよいが標準授業
時数として考えておくのは難しい



運動会と体育の関係
★運動会で踊るダンスを体育でとっていいのか？

 △扱い方による

 例：高学年（表現）

いろいろな題材からそれらの主な特徴を捉え、表したい感じやイメージをひと流れの

動きで即興的に表現したり、グループで簡単なひとまとまりの動きにして表現したりする。

表現は曲調を転換して、ひと流れ、ひとまとまりにするので、より難しいように思いま

す。その指導内容をクリアし、最終として運動会で発表するのはＯＫ

体育科年間指導計画

体育でカウントしてもよいが標準授業
時数として考えておくのは難しい

「激しい感じの題材」･･･火山の爆発、ロボットが壊れた等
「群（集団）が生きる題材」･･･祭り等



今日の講義内容

・体育科年間指導計画

・学校における体育経営
～体育主任としての心がけ～

・領域別の系統性について
～学習指導要領より～



体育主任とは

主として、学校全体の体育指導やそれ
に関わる計画、自校の子どもの体力向
上への取組、体育的行事等の校務を、
校務をつかさどる校長の計画により分
掌された主任

体育主任の役割と業務の年間スケジュール例

学校における体育経営～体育主任としての心がけ～



学校における体育経営～体育主任としての心がけ～

体育主任の業務内容
【指導に関すること】

・指導方針の提案と指導計画の作成

・指導内容の統一と進度の調整

・施設・用具等の使用調整

・評価規準の設置や分担等

・教材の選定

・体育関連の研修企画と実施

・学校体育経営の評価

・体力調査結果分析と取組の計画

・体操・水泳・陸上の練習計画

【管理に関すること】

・施設用具等の安全点検と管理

・予算の提案、公文書や各種記録の整理・管理

【体育的行事に関すること】

・各組織との調整、企画・分担実施等

・事故防止指導の情報提供

【体育的クラブ活動に関すること】

・各組織連絡及び調整、企画・実施

・事故防止の情報提供

一教科の教科主任としてだけでなく、常
に学校体育全体を見渡す広い視野が求
められる。教科に関することはもちろん
のこと、学校教育活動全体を通した体
育・スポーツ的諸活動の指導や子ども
の体力向上への取組の中心となり活動
することが大切。

体育主任の役割と業務の年間スケジュール例



体育主任一年の流れ
※毎月遊具、器械・器具の点検

【４月】

・体育科年間指導計画、指導内容の確認、評価に関する申し合わせ

・体育館・運動場の割当ての提案

・体育館・運動場の遊び方の約束の提案

・集団行動に関する約束事等の提案

・体育委員会での内容検討

・体力向上計画の作成

・体力調査実施計画・実施

学校における体育経営～体育主任としての心がけ～



体育主任一年の流れ
【５月】

・水泳指導計画の提案（プール清掃、安全管理）

・（体操発表会に向けての準備）

【６月】

・水泳指導の実施（実施の判断、ろ過器の管理）

・（市水永能力検定会に向けての準備）

・雨の日の遊びの決まり

【７・８月】

・プールの水質検査とプール管理

・体力調査結果提出

・運動会実施計画立案

学校における体育経営～体育主任としての心がけ～



体育主任一年の流れ
【９月】

・市陸上運動記録会の準備

・運動会の練習準備

【１・２月】

・体力向上計画評価

・体力調査の確認

・来年度の備品購入希望

【３月】

・年間指導計画の修正

・業務の引継

学校における体育経営～体育主任としての心がけ～



体育主任として意識してほしいこと
（1）安全管理（職員全体に危険な行為を周知し、事前に児童に説明してもらう）

サッカーゴールの固定（ゴールにぶら下がることは許さない）、ネット倒れる、

整備用具

プールの底の排水口に近寄らない（ネジ等で必ず固定）

固形の塩素使用の場合はさわらない

マットトラックは教師が運ぶ

セーフティマットの運び方

学校における体育経営～体育主任としての心がけ～



体育主任として意識してほしいこと
予想されるケガ

跳び箱・・・台上前転の回転不足（首）や方向のずれで落下

かかえ込み跳びの足が跳び箱につまり顔から落下

開脚跳びの勢いが強すぎで着地に失敗

※適切な助走距離とロイター版の位置、跳び箱の両サイドにもマットを敷く

想定されるケガを意識し、適切な補助を行う

マット・・・ロングマットの耳を下に入れて、足を引っかけないように

マットにつまずいて転ぶ

倒立の練習の場でひじを曲げて頭から落ちる

学校における体育経営～体育主任としての心がけ～



体育主任として意識してほしいこと
予想されるケガ

高跳び・・・ゴムに引っかかりバーが倒れてくる（バーを持つ）

セーフティマットの横にもマットを敷く

ハードル・・・ハードルに脚を打ち転ぶ

ハードル持ち運び時に指を挟む

ボール・・・突き指

学校における体育経営～体育主任としての心がけ～

防げる事故やケガは防ぐ
（事前に手を打っておく）



体育主任として意識してほしいこと
（2）先生方が体育を行いやすいように

児童が準備や片付けがしやすいように

新体力テスト時のライン引き、必要な用具の保管場所

（50ｍ走、ソフトボール投げ等）

用具の保管場所を決めておき掲示（ユニバーサルデザイン）

運動会後の片付けの場所も分かるように

器械運動系の場合は同時期に実施するか、各学年の実施時期を把握しておき準備しや

すいようにしておく

ハードル走実施時は学年によってインターバルが異なるので、基準のラインを引いておく

運動会練習時期のライン引き、放送設備、用具の用意片付け

学校における体育経営～体育主任としての心がけ～

10

20

30

40



体育主任として意識してほしいこと
（3）授業中の原則

太陽の位置を意識した集合場所

移動、話を聞く際のルールの徹底

（その場で座る、先生の近くに座る、集合の隊形に座る）

（移動はかけ足、話している間は聞く、質問は最後に）

動き方や待つ場所も示す（ケンステップ、フープ、コーン）

黒板を使っためあてや授業の流れ、場の設定、やくそくの共有

学校における体育経営～体育主任としての心がけ～



今日の講義内容

・体育科年間指導計画

・学校における体育経営
～体育主任としての心がけ～

・領域別の系統性について
～学習指導要領より～



A体つくり運動系「知識及び技能」

領域別の系統性について～学習指導要領より～

第1学年及び第2学年 第3学年及び第4学年 第5学年及び第6学年

体
ほ
ぐ
し
の
運
動
遊
び

○次の運動を通して，心 と体
の変化に気付いた り，みんな
で関わり 合ったりすること ・伸
び伸びとした動作で 新聞紙や
テープ，ボー ル，なわ，体操棒，
フー プなど，操作しやすい 用
具などを用いた運動 遊びを行
うこと ・リズムに乗って，心が 
弾むような動作で運動 遊びを
行うこと ・動作や人数などの
条件 を変えて，歩いたり 走っ
たりする運動遊び を行うこと ・
伝承遊びや集団による 運動
遊びを行うこと

体
ほ
ぐ
し
の
運
動

○次の運動を通して，心 と体の
変化に気付いた り，みんなで関
わり 合ったりすること ・伸び伸び
とした動作で ボール，なわ，体
操棒， フープなどの用具を用 い
た運動を行うこと ・リズムに乗っ
て，心が 弾むような動作での運 
動を行うこと ・動作や人数などの
条件 を変えて，歩いたり 走った
りする運動を行 うこと ・伝承遊び
や集団による 運動を行うこと

○次の運動を通して，心と体と の
関係に気付いたり，仲間と 関わり
合ったりすること ・伸び伸びとした
動作で全身を 動かしたり，ボール，
なわ， 体操棒，フープなどの用具
を 用いた運動を行ったりする こ
と ・リズムに乗って，心が弾むよ 
うな動作での運動を行うこ と ・ペ
アになって背中合わせに座 り，体
を前後左右に揺らし， リラックスで
きる運動を行 うこと ・動作や人数
などの条件を変え て，歩いたり
走ったりする運 動を行うこと ・グ
ループや学級の仲間と力を 合わ
せて挑戦する運動を行 うこと ・伝
承遊びや集団による運動を 行うこ
と



体つくり運動系「知識及び技能」

領域別の系統性について～学習指導要領より～

第1学年及び第2学年 第3学年及び第4学年 第5学年及び第6学年

多
様
な
動
き
を
つ
く
る
運
動
遊
び

［体のバランスをとる運動遊び］ ○回
るなどの動き ○寝転ぶ，起きるなど
の 動き ○座る，立つなどの動き 〇
体のバランスを保つ動 き
 ［体を移動する運動遊び］ ○這う，
歩く，走るなど の動き ○跳ぶ，はね
るなどの動 き ○一定の速さでのか
け足 （２～３分）
 ［用具を操作する運動遊 び］ ○用具
をつかむ，持つ， 降ろす，回す，転
がす などの動き ○用具をくぐるなど
の動 き ○用具を運ぶなどの動き ○
用具を投げる，捕るな どの動き ○用
具を跳ぶなどの動き ○用具に乗る
などの動き 
［力試しの運動遊び］ ○人を押す，
引く動きや 力比べをするなどの動 き 
○人を運ぶ，支えるなど の動き

多
様
な
動
き
を
つ
く
る
運
動

［体のバランスをとる運動］ ○回るな
どの動き ○寝転ぶ，起きるなどの 動
き ○座る，立つなどの動き ○渡るな
どの動き ○体のバランスを保つ動 き 
［体を移動する運動］ ○這う，歩く，走
るなど の動き ○跳ぶ，はねるなどの
動 き ○登る，下りるなどの動 き ○一
定の速さでのかけ足 （３～４分）
 ［用具を操作する運動］ ○用具をつ
かむ，持つ， 降ろす，回す，転がす 
などの動き ○用具をくぐる，運ぶな 
どの動き 〇用具を投げる，捕る， 振
るなどの動き ○用具を跳ぶなどの動
き ○用具に乗るなどの動き
 ［力試しの運動］ ○人を押す，引く動
きや 力比べをするなどの動 き 〇人
を運ぶ，支えるなど の動き ［基本的
な動きを組み合 わせる運動］ ○バラ
ンスをとりながら 移動するなどの動き 
○用具を操作しながら移 動するなど
の動き

体
の
動
き
を
高
め
る
運
動

［体の柔らかさを高める ための運動］ ○徒
手での運動 ・体の各部位を大きく広 げたり
曲げたりする姿 勢を維持する ・全身や各部
位を振った り，回したり，ねじっ たりする 〇
用具などを用いた運動 ・ゴムひもを張りめぐ
ら せて作った空間や，棒 の下や輪の中をく
ぐり 抜ける 
［巧みな動きを高めるた めの運動］ ○人や
物の動き，場の状 況に対応した運動 ・長座
の姿勢で座り，足 を開いたり閉じたりす る相
手の動きに応じ， 開脚や閉脚を繰り返し な
がら跳ぶ ・マーカーをタッチしな がら，素早く
往復走を する 〇用具などを用いた運動 ・短
なわや長なわを用い ていろいろな跳び方を 
したり，なわ跳びをし ながらボールを操作し 
たりする ・フープを転がし，回転 している
フープの中を くぐり抜けたり，跳び 越したり
する
 ［力強い動きを高めるた めの運動］ ○人や
物の重さなどを用 いた運動 ・二人組，三人
組で互い に持ち上げる，運ぶな どの運動を
する
 ［動きを持続する能力を 高めるための運
動］ ○時間やコースを決めて 行う全身運
動 ・短なわ，長なわを用い ての跳躍やエア
ロビク スなどの全身運動を続 ける ・無理の
ない速さで５～ ６分程度の持久走をする



A体つくり運動系「思考力、判断力、表現力等」

領域別の系統性について～学習指導要領より～

第1学年及び第2学年 第3学年及び第4学年 第5学年及び第6学年

体
つ
く
り
運
動
系

体をほぐしたり多様
な動 きをつくったり

する遊び方を工夫
するとともに，考え
たことを友達に伝え
る

自己の課題を見付
け，その解決のため
の活動を工夫すると
ともに，考えたことを
友達に伝える

自己の体の状態や
体力に 応じて，運
動の行い方を工夫 

するとともに，自己
や仲間の 考えたこ
とを他者に伝える



A体つくり運動系「学びに向かう力、人間性等」

領域別の系統性について～学習指導要領より～

第1学年及び第2学年 第3学年及び第4学年 第5学年及び第6学年

体
つ
く
り
運
動
系

・運動遊びに進んで
取り組む 

・きまりを守り誰とで
も仲よ く運動をする 

・場の安全に気を付
ける

・運動に進んで取り
組む 

・きまりを守り誰とで
も仲よ く運動をする 

・友達の考えを認め
る
 ・場や用具の安全
に気を付ける

・運動に積極的に
取り組む
 ・約束を守り助け
合って運動 をする 

・仲間の考えや取
組を認める
 ・場や用具の安全
に気を配る



C陸上運動系「知識及び技能」

領域別の系統性について～学習指導要領より～

第1学年及び第2学年 第3学年及び第4学年 第5学年及び第6学年

走・跳の運動遊び 走・跳の運動 陸上運動

走
の
運
動
遊
び

○30～40m 程度の かけっこ ・いろいろ

な形状の線上等を真っ直ぐに走ったり，
蛇行 して走ったりする 
○折り返しリレー遊 び，低い障害物を 
用いてのリレー遊 び ・相手の手の平に 
タッチをしたり， バトンの受渡しを した
りして走る ・いろいろな間隔に 並べら
れた低い障 害物を走り越える

○30～50m 程度の かけっこ ・いろいろな走り
出 しの姿勢から，素 早く走り始める ・真っ直
ぐ前を見 て，腕を前後に大 きく振って走る 
○周回リレー ・走りながら，タイ ミングよくバト
ン の受渡しをする ・コーナーの内側に 体を軽
く傾けて走 る

○40～60m 程度の 短距離走 ・スタンディン
グス タートから，素早 く走り始める ・体を軽
く前傾させ て全力で走る
○いろいろな距離で のリレー（一人が 走る
距離40～60m 程度） ・テークオーバー ゾー
ン内で，減速 の少ないバトンの 受渡しをす
る

○いろいろなリズムでの小型ハードル 走 ・イ
ンターバルの距 離や小型ハードル の高さに
応じたい ろいろなリズムで 小型ハードルを走 
り越える
○30～40m 程度の小型ハードル走 ・一定の
間隔に並べ られた小型ハード ルを一定のリ
ズムで走り越える

○40～50ｍ程度の ハードル走 ・第１ハード
ルを決 めた足で踏み切っ て走り越える ・ス
タートから最後 まで，体のバラン スをとりな
がら 真っ直ぐ走る ・インターバルを３ 歩ま
たは５歩で走 る

か
け
っ
こ
・リ
レ
ー

小
型
ハ
ー
ド
ル
走

短
距
離
走
・リ
レ
ー

ハ
ー
ド
ル
走



B陸上運動系「知識及び技能」

領域別の系統性について～学習指導要領より～

第1学年及び第2学年 第3学年及び第4学年 第5学年及び第6学年

走・跳の運動遊び 走・跳の運動 陸上運動

跳
の
運
動
遊
び

○幅跳び遊び
 ・助走を付けて片足 でしっかり地面を 
蹴って前方に跳ぶ
 ○ケンパー跳び遊び ・片足や両足で，
い ろいろな間隔に並 べられた輪等を
連 続して前方に跳ぶ 
○ゴム跳び遊び ・助走を付けて片足 で
しっかり地面を 蹴って上方に跳ぶ ・片
足や両足で連続 して上方に跳ぶ

幅
跳
び

○短い助走からの幅 跳び 

・５～７歩程度の助走から踏切り足を決めて
前方に強く 踏み切り，遠くへ 跳ぶ
 ・膝を柔らかく曲げ て，両足で着地する

走
り
幅
跳
び

○リズミカルな助走 からの走り幅跳び 
・７～９歩程度のリ ズミカルな助走をする 
・幅30～40㎝程度 の踏切りゾーンで力強く
踏み切る 
・かがみ跳びから両 足で着地する

高
跳
び

○短い助走からの高 跳び
 ・３～５歩程度の短 い助走から踏切り足を決
めて上方に 強く踏み切り，高 く跳ぶ 
・膝を柔らかく曲げ て，足から着地す る

走
り
高
跳
び

○リズミカルな助走 からの走り高跳び 
・５～７歩程度のリ ズミカルな助走をする
・上体を起こして力 強く踏み切る
・はさみ跳びで，足 から着地する



D水泳運動系「知識及び技能」

領域別の系統性について～学習指導要領より～

第1学年及び第2学年 第3学年及び第4学年

水
の
中
を
移
動
す
る
運
動
遊
び

○水につかっての水かけっこ，ま
ねっこ 遊び 

・水を手ですくって友達と水をかけ
合う 

・水につかっていろいろな動物の
真似を しながら歩く 

◯水につかっての電車ごっこ，リ
レー遊 び，鬼遊び 

・自由に歩いたり走ったり，方向を
変え たりする 
・手で水をかきながら速く走る

浮
い
て
進
む
運
動

○け伸び
 ・プールの壁を力強く蹴りだした勢い 

で，体を一直線に伸ばした姿勢で進
む 
◯初歩的な泳ぎ

・呼吸をしながら手や足を動かして進
む 
・ばた足泳ぎやかえる足泳ぎ

も
ぐ
る
・
浮
く
運
動
遊
び

○水中でのじゃんけん，にらめっ
こ，石 拾い
 ・水に顔をつけたり，もぐって目を
開け たりする
 ・手や足を使っていろいろな姿勢
でもぐ る 

◯くらげ浮き，伏し浮き，大の字浮
き 
・壁や補助具につかまって浮く

・息を吸って止め，全身の力を抜
いて浮 く 
◯バブリングやボビング 

・水中で息を止めたり吐いたりす
る 

・跳び上がって息を吐いた後，す
ぐに吸っ てまたもぐる

も
ぐ
る
・

浮
く
運
動

○プールの底にタッチ，股くぐり，変身 
もぐり 
・体の一部分をプールの底につける
・友達の股の下をくぐり抜ける 
・水の中でもぐった姿勢を変える
◯背浮き，だるま浮き，変身浮き
 ・全身の力を抜いていろいろな浮き
方をする
 ・ゆっくりと浮いた姿勢を変える 
◯簡単な浮き沈み 

・だるま浮きの状態で，浮上する動き
をする 
・ボビングを連続して行う

第5学年及び第6学年

○25～50ｍ程度を目安にしたクロール 
・手を交互に前方に伸ばして水に入れ， かく 
・リズミカルなばた足をする 
・顔を横に上げて呼吸をする 
◯ゆったりとしたクロール 
・両手を揃えた姿勢で片手ずつ大きく水 をかく 
・ゆっくりと動かすばた足をする

○10〜20秒程度を目安にした背浮 
・顔以外の部位が水中に入った姿勢を維持する
・姿勢を崩さず手や足をゆっくりと動かす

◯３～５回程度を目安にした浮き沈み
 ・浮いてくる動きに合わせて両手を動か し，顔をあげて
呼吸をした後，再び息 を止めて浮いてくるまで姿勢を
保つ

平
泳
ぎ

◯25～50ｍ程度を目安にした平泳ぎ
 ・両手を円を描くように左右に開き水を かく
 ・足の裏や脚の内側で水を挟み出すかえ る足をする
 ・水をかきながら，顔を前に上げて呼吸 をする 
◯ゆったりとした平泳ぎ
 ・キックの後に顎を引いた伏し浮きの姿 勢を保つ

ク
ロ
ー
ル

安
全
確
保
に
つ
な
が
る
運
動

姿
勢
を
維
持
し
な
が
ら
の
運
動

浮
き
沈
み
を
し
な
が
ら
の
運
動



Eボール運動系「知識及び技能」（◇：ボール操作◆：ボールを持たないときの動き）

領域別の系統性について～学習指導要領より～

第1学年及び第2学年 第3学年及び第4学年 第5学年及び第6学年

◇味方へのボールの手渡 し， パ ス， 
シュート，ゴール へのボールの持ち込み

◇近くにいるフリー の味方へのパス 
◇相手に取られない 位置でのドリブル 
◇パスを受けての シュート

◆ボール保持時に体をゴールに向ける
◆ボール保持者と自分の間に守備者が いない
ように移動

◆ボール保持者と自分の間に守備者が 入らない位
置への 移動 
◆得点しやすい場所 への移動 
◆ボール保持者と ゴールの間に体を 入れた守備

◆ボールが飛んだ り，転がったりし てくる
コースへの移動
 ◆ボールを操作でき る位置への移動

◇いろいろな高さの ボールを片手，両 手もしく
は用具な どではじいたり， 打ちつけたりする 
◇相手コートから返 球されたボールの 片手，
両手，用具 での返球

◇自陣のコート（中 央付近）から相手 コートへの
サービ ス 
◇味方が受けやすい ようにボールをつ なぐ 
◇片手，両手，用具 を使っての相手 コートへの
返球

◆ボールの方向に体 を向けること，も しくは，
ボールの 落下点や操作しや すい位置への移
動

◆ボールの方向に体 を向けることと ボー
ル方向への素 早い移動

◇ボールをフェアグ ラウンド内に蹴っ たり打っ
たりする 
◇投げる手と反対の 足を一歩前に踏み 出して
ボールを投 げる

◇止まったボール， 易しいボールを フェア
グラウンド 内に打つ 
◇打球の捕球 
◇捕球する相手に向 かっての投球

◆向かってくるボー ルの正面への移動 
◆ベースに向かって 全力で走り，駆け 抜けるこ
と

◆打球方向への移動 
◆簡易化されたゲー ムにおける塁間の 全
力での走塁 
◆守備の隊形をとっ て得点を与えない よう
にする
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◆空いている場所を見付 けて，速く
走ったり， 急に曲がったり，身を か
わしたりする 
◆相手（鬼）のいない場 所への移動，
駆け込み
 ◆少人数で連携して相手 （鬼）をか
わしたり，走 り抜けたりする 
◆逃げる相手を追いかけ てタッチし
たり，マー ク（タグやフラッグ） を取っ
たりする

◇ねらったところに 緩やかにボール
を 転がす，投げる， 蹴る，的に当てる， 
得点する
 ◇相手コートに緩や かにボールを投
げ 入れたり，捕った りする
 ◇ボールを捕ったり 止めたりする



F表現運動系「知識及び技能」

領域別の系統性について～学習指導要領より～

第1学年及び第2学年 第3学年及び第4学年 第5学年及び第6学年

題材の例 ・特徴が捉えやすく 多様な感じを多 く含む
題材 
・特徴が捉えやすく 速さに変化のある動き
を多く含む題材

・身近な生活からの題材
・空想の世界からの題材

・激しい感じの題材 
・群（集団）が生きる題材 
・多様な題材

ひと流れの
動きで即興
的に表現

・いろいろな題材の特徴や様子を捉 
え，高低の差や速 さの変化のある 
全身の動きで即 興的に踊る
 ・ど こ か に「 大 変 だ！〇〇だ！」な 

どの急変する場面を入れて簡単な話
にして続けて踊る

・題材の主な特徴を捉え，動きに差
を付けて誇張した り，表したい感じ 

を２人組で対応する動きや対立する
動きで変化 を付けたりして， メリハ
リ（緩急・ 強弱）のあるひと流れの動
きで即興的に踊る

・題材の特徴を捉えて，表したい感
じ やイメージを，動 きに変化を付
け たり繰り返した りして，メリハリ 
（緩急・強弱）の あるひと流れの 動
きにして即興 的に踊る

簡単なひとま
とまりの動き
で表現

・表したい感じやイ メージを「はじめ 
－なか－おわり」 の構成や群の動 
きを工夫して簡 単なひとまとま り
の動きで表現 する

発表の様子 ・続けて踊る ・感じを込めて踊る ・感じを込めて通して踊る

表

現

系



F表現運動系「知識及び技能」

領域別の系統性について～学習指導要領より～

第1学年及び第2学年 第3学年及び第4学年 第5学年及び第6学年

リズムの例 ・弾んで踊れるよう なロックやサン 
バなどの軽快な リズム

・軽快なテンポや ビートの強い ロッ
クのリズム
 ・陽気で小刻みな ビートのサンバ 
のリズム

リズムに
乗って全身
で即興的に
踊る

・へそ（体幹部）を 中心に軽快なリ 
ズムの音楽に乗って即興的に踊る。
・友達と関わって踊 る

・ロックやサンバな どのリズムの特 
徴を捉えて踊る ・へそ（体幹部）を 
中心にリズムに 乗って全身で即 興
的に踊る 
・動きに変化を付け て踊る
・友達と関わり合っ て踊る

（加えて指導可）

発表や交流 ・友達と一緒に踊る ・踊りで交流する

踊りと特徴 （含めて指導可） 

・軽快なリズムと易 しいステップの 
繰り返しで構成 される簡単な 
フォークダンス （加えて指導可）

・日本の民踊 よう ：軽快 なリズム
の踊り， 力強い踊り
 ・外国のフォークダ ン ス： シ ン グ 
ル サークルで踊る 力強い踊り，
パー トナーチェンジ のある軽快な
踊 り，特徴的な隊形 と構成の踊
り

発表や交流 ・友達と一緒に踊る ・踊りで交流する

リ
ズ
ム
系
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G保健「知識及び技能」

領域別の系統性について～学習指導要領より～

第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

ア 健康な生活に ついて理
解する こと。
 (ｱ) 健康の状態 は，主体の
要 因や周囲の環 境の要因
が関 わっているこ と 
(ｲ) 運動，食事， 休養及び
睡眠 の調和のとれ た生活
と体の 清潔 
(ｳ) 明るさの調 節，換気な
ど の生活環境

ア 体の発育・発 達について
理解 すること。 
(ｱ) 年齢に伴う 体の変化と個 
人差 
(ｲ) 思春期の体 の変化 ・体
つきの変 化 ・初経，精通 な
ど ・異性への関 心の芽生え 
(ｳ) 体をよりよ く発育・発達 さ
せるための 生活

ア 心の発達及び不 安や悩み
への対処 について理解する 
とともに，簡単な 対処をするこ
と。
(ｱ) 心の発達 
(ｲ) 心と体との密 接な関係
(ｳ) 不安や悩みへ の対処の知
識及 び技能

ア 病気の予防について理 解する
こと。
(ｱ) 病気の起こり方 
(ｲ) 病原体が主な要因と なって起こ
る病気の予 防 ・病原体が体に入
るの を防ぐこと ・病原体に対する
体の 抵抗力を高めること 
(ｳ) 生活習慣病など生活 行動が主
な要因となっ て起こる病気の予
防  ･ 適切な運動，栄養の 偏りの
ない食事をと ること  ･ 口腔 くう の
衛生を保つこ と 
(ｴ) 喫煙，飲酒，薬物乱 用と健
康 ・健康を損なう原因 
(ｵ) 地域の保健に関わる 様々な活
動

ア けがの防止に関 する次の事項
を理 解するとともに， けがなどの簡
単な 手当をすること。
 (ｱ) 交通事故や身 の回りの生活の 
危険が原因と なって起こるけ がの
防止  ･ 周囲の危険に 気付くこ
と  ･ 的確な判断の 下に安全に行 
動すること  ･ 環境を安全に 整え
ること 
(ｲ) けがなどの簡 単な手当の知識 
及び技能 

保
健
領
域



・各領域の指導内容を把握して指導計画を立てる

・学年（発達段階）に応じた内容

・この後の「『器械運動領域』の系統性について考える」

では、活発な協議お願いします

新年早々、ご静聴ありがとうございました

先生方にとってよい年となりますように･･･
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